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　　　　資格取得を動機づ けに利用 した

大学生 に対する情報 リテ ラシ
ー
教育の 効果（1）

米田　里香 、 樋 口　勝
一

1． 序論

　本研究の 目的 は 、 大学 生 が 入学 時に どの 程度の 清報 リテ ラ シ ー の 能力 を

持 っ て い るか を把握 し、 学生 の 現状 に合 わせ た 講義をお こ な っ た結果 、 学生

の パ ソ コ ン 基 本操作能力（以下 「ス キ ル 」 とい う）や 意識 が ど の よ うに な っ た

か を調べ る こ とで ある 。

　著者 らは 、 本研究調査 をお こ な うまえに 7 年間 、 大学生 にお ける情報 リ テ

ラ シ ーの 講義 を担 当 して きた 。 情報化社会 とい うこ とで パ ソ コ ン の 普及率の

高 ま る
一

方 で 、 受講前の 大学生の パ ソ コ ン ス キ ル は驚 くほ ど低い もの で あ っ

た 。

　 ・正確な文字入 力が で きな い

　 ・フ ァ イ ル 操作 がで きない 、 ま た は 、 そ の し くみ がわ か っ て い ない

　 ・電子 メ
ー

ル の 送受信 がで きな い
、 また は

、 そ の し くみ が わ か っ て い ない

とい う学生 が 約半数以上 い る と感 じられ た 。

　 こ の 間 に 、 小 中高の 各学校で の カ リキ ュ ラ ム に 「情報 」、
つ ま りパ ソ コ ン

の 操作が組み込 まれた り、 ま た 、 家庭で の パ ソ コ ン の 普及 率 も高 ま っ た りし

て きた 。 当然 、 上 記 の こ とが改善 され た学生 が 入学 して くる と期待 して い た

の だ か 、 我 々 の 期待 は は ずれ た 。 実際 に情報教育 に携わ らない 人た ちか らは 、

「こ れ だ けパ ソ コ ン が 普及 し 、 小 中高の 学校で も習 っ て きたの だ か らそ ん な
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は ずは ない 」 とい う意見もあ る 。 しか しなが ら、 著者 らは7年間、 情報 リテ

ラ シ ー
の 講義を担当 して きて 、 学生 の 入学 時 に お けるパ ソ コ ン の基本 ス キ ル

がパ ソ コ ン の 普及 に併せ て 向上 した とい う実感が ない
。

　そ こ で 、 本研究は
、 大学生の 入学時にお けるパ ソ コ ン に関す る基本ス キ ル

を調査 した 。 そ して 、 学生 の 入学時点で の 能力 に合わせ た 講義 をお こ ない
、

そ の 結果 、 ス キ ル と意識 が どの よ うに な っ た か に つ い て も調べ た 。 な お 、 講

義 で は 、 学習の 動機づ けとして 、 日本語 ワ ー プロ 技能標準試験 （ICT利活用

推進機構）
1）とい う資格検定試験 を利用 した 。

2 ． 方法

（1）調査 対象

　ア ン ケ
ー ト調査 をお こ な っ た。 調査 対象は 、 本 学 、 平 成 19年度 入 学1回生

全員 （欠席者 と講義放棄者 は 除 く）で ある 。 なお 、 本学は
、 文学部の み の 単

科大学で 、 国際英語 メ デ ィ ア学科 （EM 学科 ） と心 理 こ ど も学科 （PC 学科）

が あ る 。 必修 ・共通科 目で ある 「情報 リテ ラ シ ー 1 」の 第 正回講義 （入 学時）

と最終回 の 第15回講義終了時 に ア ン ケ ー トに 回答 して もらっ た 。

（2）入学時ア ン ケ
ー

ト

第1回講義の ア ン ケ ー ト内容 は 、 「経験」 につ い て の 5問 、

Q1 パ ソ コ ン を操作 した こ とが あ る

　Q2 　イ ン タ ー ネ ッ トを した こ とが あ る

Q3　 パ ソ コ ン で 文字入力が で きる

Q4　高校で パ ソ コ ン の授業が あ っ た

Q5　 ワ
ー

ドを操作 した こ とが ある

と、 「パ ソ コ ン の 基本 ス キ ル 」につ い て の 6問 （PC 学科 の み ）、

Q6 パ ソ コ ン の 起動 と終了がで きる
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ア プリケ
ー シ ョ ン の 起動 と終了が で きる

ウ ィ ン ドウの 操作が で きる

デ
ー

タの 保存がで きる

フ ォ ル ダを作成す る こ とがで きる

フ ァ イル の コ ピーが で きる

さ らに 、 「ワ ー ドの 基本ス キ ル 」 に関す る 質問7問 、

Q12 文字 を入力 し、 修正 や 、 削除が で きる

Ql3 文字の サ イズや ス タ イル を変更で きる

　Ql4　文字の 配置（右揃えな ど）がで きる

　Ql5　イン デ ン トが理解 で きて い る

　Q16 箇条書 きが理解 で きて い る

　Ql7 表の 作成が で きる （表 を作成 して 文字入力 まで ）

　Q18　表の 編集が で きる （文字編集 、 セ ル 幅 ・行の 調節 、 罫線 変更）

（3）「情報 リテ ラ シ ー 1」の 指導内容

　現状の 学生 の ス キル に合わせ た指導内容 と した 。

・フ ァ イル 操作

・文字入力 （タイ ピ ン グ ソ フ トを含む）

・ワ
ー プロ ソ フ ト （マ イ ク ロ ソ フ ト 「ワ ー ド」）の 基本操作

・ビ ジ ネス 文書作法

の 内容を重点的に 指導 した 。 ま た 、 学生 へ の 動機づ け の た め

・ICT 利 活用 力推進機構の 実施す る 「日本語 ワ ー プロ 技能標準試験」 の 2

級 ・3級 の 合格 を 目標 の 1 つ と した
。

2級 ・3級 と も 「入力 問題」 と 「ビ ジ ネ

ス 文書作成」の 2種類 の 試験 を課 し 、 両 方 と も合 格基準 を満 た した者 の み が

検定合格 とな る 。 内容 と基準 の 概略 を以下 の 表 11）に示す 。
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表 1

3級内容 ワ ー プ ロ ソ フ トの 操作 に 関 して 初歩 的な技術 を有 し 、

お ける文書 の 初歩的 な知識 を有す る 。

ビ ジネス に

2 級内容 ワ ー プ ロ ソ フ トの 操作 に 関 して 標準的 な技術 を有 し 、

お ける文書実務 の 基礎 的な知識 を有す る 。

ビ ジネ ス に

※ なお 、 2 ・3級 と もに ビ ジ ネス 文書 と入力 の 両科 目が 合格基準 を満た して 初 めて合格

　 とな る 。
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（4）情報 リテ ラ シ ー 1終了時ア ン ケ ー ト

　情報 リテ ラ シ ー 1の 講義終了時 には
、

パ ソ コ ン の 基本ス キ ル とワ
ー

ドの 基

本ス キル につ い て 、入学時 と同 じ質問Q6〜Q18をお こ ない
、

　Q19　これか らも資格取得を して い きたい

も加えた 。

3． 結果

（1）入学時ア ン ケ
ー ト

　入学時にお ける本学1回生 の 現状 か ら説明する 。

　 まず は 、 経験 に 関す る 5つ の 質問結果 を図 1 に 示す。

QlとQ2の 結果か ら、 ほ とん どの 学生がパ ソ コ ン や イ ン タ ー ネッ トの 操作経

験 が あ る と答 えて い る 。
パ ソ コ ン や イ ン タ

ー ネ ッ トが 学校や 家庭 に普及 し て

い る現状 と合致す る結果 とな っ た 。

　また 、 Q3の 結果か ら文字入力 もほ とん どで きて い る と認識 して い る。 メ
ー

ル の作 成や イ ン タ ー ネ ッ トで の 情報検索 で 文字入力は必 要 と され るた め で あ

ろ う。 た だ し、 講義 におい て 、 簡単 な文字入 力 は で きる が 、 日本語入力モ ー

ドを理解 して 操作 した り、
ロ ー マ 字入力 にお ける促音 ・発音 をス ム ー ズ に入

力 した りで き る学生 は多 くは な い
。

図 1 入 学時 の パ ソ コ ン経験
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　Q4とQ5は 、パ ソ コ ン の 実技的な経験の 質問で あ る が 、 高校で の 授業経験

に 関 して は 、 ほ とん どの 学 生 が 「経験 あ り」 と答 えて い る 。 ワ ー ドの 操作経

験 は 、 高校で の 授 業で 学習 した り、 自宅 の パ ソ コ ン に 「マ イ ク ロ ソ フ トオ

フ ィス 」が あ らか じめ イ ン ス トー ル され て い た りす る た め に 、 約8割の 学生

が 「経験 あ り」 と答 え た の だ と考 え られ る 。

　全 体的に 見て 、
パ ソ コ ン は学生 に とっ て かな り身近な もの に な っ て い る こ

とが確認 で きた 。

　パ ソ コ ンの 基本操 作 につ い て の 結果を図2に示す 。 なお 、 こ の 調査 は PC 学

科の み に お こ な っ た 。
こ の 結果 とQ1〜 Q5 の 結 果 と比 較す る と

、 イ ン タ ー

ネ ッ トで ホ ー ム ペ ー ジ を見 た り、 メ ー ル を した りす る程度 しかパ ソ コ ン を操

作 して い ない 学生 が多い （約半数）こ とが わ か る 。

　特 に 、 「デ
ー

タの 保存 （Q9）」、 「フ ォ ル ダ の 作成 （Qlo）」、 「フ ァ イ ル の コ

ピー （Q11）」の 質問の 結果 か らは 、 ツ
ー ル バ ーや メ ニ ュ

ーバ ー か あ らク リ ッ

クす るだ けで で きる デ ー タの 保 存は で きて も、 フ ォ ル ダの 階層性 を理解 で き

て は じめ て 可 能 なデ ー タ の 整理の 理解 が で きて い ない こ とが わか る 。

　 　 　 図2 　 　 　 　 　　 入 学 時の 基本操作 ス キ ル

ワ
ー

ドの 基本操作に つ い て の 結果 を図3に示す 。

文字 を入力 ・修 正 ・書式 （サ イズ な ど） ・配 置 とい っ た基本 的 な こ と まで
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は で きるが （Ql2〜 14）、 それ以 降 とな る と全体の 3割以下 とい う結果 とな っ

た 。 イン デ ン トに関 して は、
こ うい う言葉 を知 らない と言 っ た学生 も多か っ た 。

　ワ
ー

ドの 操作経験は あ っ て も単 な る文字入 力程度の こ とで きない とい うこ

とが判明 した 。

図3 入 学時 の ワ
ードスキル

（2）情報 リテ ラ シ
ー 1終了時

　パ ソ コ ン 基本ス キル の 結果 （PC 学科 の み ） と ワ
ー

ド基本ス キ ル の 結果 を図

4〜6に示す 。 こ こ で 、 講義の 効果が分 か る よ うにす る た め 、 入学時 もの と並

べ て は表 した 。

　 「情報 リテ ラ シ ー 1 の 講義 を受講す る こ と に よ り、 半 数以 下の 学生 に しか

で きて い な か っ た 、 フ ァ イ ル 操 作 な どの パ ソ コ ン の 基 本ス キ ル が 、 ほ ぼ

100％で きる よ うに向上 した （PC 学科の み調査）。 さらに 、 ワ
ー

ドの 基本ス キ

ル に つ い て も両学科の 学生 と も大 き く向上 した 。 特 に文字入力 と 、 文字配置 、

表の 作成 につ い て は ほぼ 100％ の 学生が で きる よ うに な っ た （Q12〜 15、 Q17）。

一
方、 イン デ ン トや表の 編集 は 苦手 とい う結 果 に な っ た （Q16、

　 Ql8）。 なお 、

EM 学科 の イ ン デ ン トに つ い て の 理 解不 足 は 、 講義で 説 明 を しな か っ た こ と

に よ る 。
こ れ らの ス キ ル の 向上 の 度合 い に違 い が で きた 理由 と して 、 は じめ

の 4つ の ス キ ル は 、 学 生 の 80％ 以上 が受験 した 日本語 ワ
ー プロ 技能標準試 験
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図4 基本 操作ス キ ル ア ップ （PC 学 科 の み）

図5 ワ
ードス キル ア ッ プ （EM 学 科 ）

図6 ワ
ードス キル ア ッ プ （PC 学科 ）
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に合格す る た め に必要 な ス キ ル で 、 後の 2つ の ス キ ル は 、 それ が な くて も合

格可能 なス キル で ある とい うこ とで 学生 の 学習意欲が異 な っ た こ とが あるの

で は ない か と考える 。

　さ ら に 、 日本語 ワ ー プ ロ 技能標準試験の 受験結果 と、 今後の 資格取得意欲

（Q19）に つ い て の 結果 を示す （図7）。

　 　 　 図7　 　　 　 　　 　 日本 語 ワ
ープ ロ 資格 取 得

　なお 、 合格率は 最終取得率の こ と と した 。

　2級 ・3級 と もに 受験率が 80％ を超 えた 。 検定は 任意受験 で あ っ たが 、 学生

の 資格取得意欲 が 高 い とい う結果 に な っ た 。 なお 、 過去の デ ー タか ら今回受

験 しなか っ た1回生 も、次 年度又 は 次 々 年度 に 受験す る こ とが考 え られ 、 そ

の 結果 か ら推測す る と 、　 ・斤 の
9 、 Wt は　90％ 呈　 にな る と推測 で きる 。 ま

た 、 査釐韲鑓 以上 と非常 に高 く、 自ら進 ん で 受験 し 、 その 結果 、 彼 らの

ほ とん どが合格 した こ と にな る 。 検定は 入力問題 ＋ ビ ジ ネス 文書作成 とい う

科 目構成 で 、 入 力問題 は 入力 ス ピー ドが 各級 の レ ベ ル の 速 さに 到達 して い な

い と合格は で きない
。 今回は 、 ほ とん どの 学生 は ビ ジ ネス 文書作成 は ク リア

で きて い た 。 不 合格 に な っ た学生 は、 入 力 問題 で 基 準 に達 して い な か っ た 。

入 力が ク リ ア で きれ ば 、 合格率は ほ ぼ 100％ に な っ て い た （入力 に 関 して は

講義だ けで は フ ォ ロ
ー

が で きない 〉。
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　 これ らの 講義終了後（検定試験終了後）の 調査 で 、 実際 に さらなる資格取得

意欲 を持つ 学生 は ほ ぼ全員 とな っ た 。 PC 学科 の 学生 の 3人が さ らな る資格取

得意欲 に つ い て 「い い え」 と答えて い る の は 、 本学に保育士取得 とい う目的

で 入 学 して い る生徒 が多 く、保育士 にパ ソ コ ン の 資格が必 要で あ る と思 わ な

い 学 生 もい る の で は ない か と思 われ る 。

4． まとめ と考察

　上 記の 結果 よ り、 本学学生 の 多くは 、 大学生 に至 る まで は 、 家で パ ソ コ ン

を操 作で きる とい う環境 にあ りなが ら 、 また 、 学校で は カ リキ ュ ラム に組み

入 れ て 学習 して い る とい う環境に あ りなが ら 、
パ ソ コ ンの 基本操作 す ら習得

して お らず ワ
ー

ドに関 して も文字入 力程度の こ と しか習得 して い なか っ た 。

大学生 の 算数 ・数学力不足 が指摘 され て い る中
2

・ 3 ）で 、
パ ソ コ ン ス キ ル に

つ い て も同様の 結果 とな っ た 。

　そ こ で 、 我 々 は 「情報 リテ ラ シ ー 1」 の 講義 の 中で 、 資格取得 を動機 づ け

と して 、 ワ ー
ドの 操作 を中心 に指導 し、 その 結果、80％以上 （実質90％ 以上 ）

の 学生 が 自主 的 に検 定（日本 語 ワ ー プ ロ 技 能標準 試験 2 ・3級）を受験 し 、 そ の

中の 90％以上の 学生 が合格 した 。 そ れ に伴い 、 パ ソ コ ン に 関する ス キル も大

幅に向上 し 、 さ らな る資格 へ の チ ャ レ ン ジす る気持 ちを持 つ よ うに な っ た 。

　我 々 は 限 られ た時間内で 学生 の 学力向上 の た め

・フ ァ イル 操作 や 文字入 力な どの 初歩的 なス キ ル を中心 に指導す る

・動機づ け と して ワ
ー

プロ 資格 取得 を利用 す る

こ とを特徴 と して 「情報 リテ ラ シ
ー 1」の 講義 をお こ な っ た 。

　大学全入 時代 を迎 え、 必 ず しも 「学術 的 な内容 （ア カ デ ミ ッ ク）」 を期待

して い た り、 必ず し も 「高校 まで の 学習内容」 を習得で きて い なか っ た りと

い う学生が 大学へ 入学 して い る の で は ない か 。 それ らの 学生 に対 して 、
こ れ

まで の 専 門重視の 大学教育 をお こ な っ て い て 、 は た して 、 学生 の 満足 や 学生
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の 能力向上 とい う結果が 得 られ るの だろ うか 4 ）
。 今回の調査 に よ っ て 、 実際

の 大学生の現状が 明らか に な っ た。 そ して 、 そ れ らの 大学生 の 現状 に合わせ 、

資格取得を動機づ けと して 、 「ア カ デ ミ ッ ク」で は ない 基礎的 なス キ ル 習得

をめ ざした講義をお こ なうこ とで 能力向上 と学生 の 学習 意欲向上 に
一

定の 効

果がある こ とが判 明 した 。

入学時にパ ソ コ ン操作経験あるが 、 文字入力程度 しか習得 して いなか っ た

号

資格取得を動機づ け とし 、 ワ
ー ドを中心 とした講義を真面 目に取 り組ん だ

母

その 結果 ほとん どの 学生 が 日本語 ワ
ープロ技能標準試験 2 ・3 級 に合格 した

愚

約 95％の学 生がパ ソ コ ンの ス キル 向上 を確信 した

母

今後の 資格取得の 意欲 もほぼ100％に到達 した

1）

2）

）3

＞4
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